
 

平成 18 年６月 29 日 

各 位                   

                              会 社 名 澁 澤 倉 庫 株 式 会 社 

                              代表者名 取締役社長 犬 塚 静 衞 

（コード番号 ９３０４  東証第一部） 

                              問合せ先 管理本部人事総務部長 

 池 内   健 

（電話 03-3660-4089） 

 

人事異動および機構改革に関するお知らせ 

① 人事異動 

 

平成 18 年７月１日 

 

▽常務取締役ロジスティクス営業本部副本部長兼関西支店長 

 （常務取締役ロジスティクス営業本部副本部長兼大阪支店長） 笠 原 伸 次 

 

▽取締役関東支店長 （取締役横浜支店長） 薬師寺   徹 

 

▽取締役不動産営業本部不動産部長 （取締役東京支店長） 駒 崎 慶 夫 

 

▽取締役ロジスティクス営業本部海外事業室長 

 （取締役ロジスティクス営業本部中国・アジア室長） 古 賀 保 馬 

 

▽ロジスティクス営業本部営業推進部長 （ロジスティクス営業本部本部付部長） 小 野   繁 

 

▽不動産営業本部本部付部長 （不動産営業本部不動産部長） 山 内   師 

 

▽国際営業支店長 （国際輸送支店長） 川 瀬 明 夫 

 

▽北関東支店長 （東京支店副支店長兼営業部長） 宮 内 博 明 

 

▽管理本部人事部長 （管理本部人事総務部長） 池 内   健 

 

▽管理本部総務部長 （管理本部人事総務部副部長） 川 上 芳 夫 

 

▽関東支店副支店長 （千葉支店長） 吉 岡 富 夫 

 

▽関東支店総務・経理部長 （ロジスティクス営業本部営業推進部長） 福 嶋 邦 雄 

 

▽関西支店副支店長 （神戸支店長） 井 島   孝 

 

▽管理本部人事部付㈱埼玉カントリー倶楽部出向 （北関東支店長） 金 子 文 雄 
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② 機構改革 

 

平成 18 年７月１日 

 

（１）支店の統合 

① 「東京支店」、「横浜支店」および「千葉支店」を統合し、「関東支店」とする。 

「関東支店」は、「貿易代行営業所」を除く当該３支店所管の営業所を継承し、所管する。 

② 「大阪支店」と「神戸支店」を統合し、「関西支店」とする。 

「関西支店」は、当該２支店所管の営業所を継承し、所管する。 

目的： 広域的な視点から物流拠点間の相互協力、人材の交流を促進し、現業体制の強化と営業の効率

向上をはかるため。 

（２）支店の名称変更と所管営業所の変更 

「国際輸送支店」を「国際営業支店」と改称するとともに、現「横浜支店」所管の「貿易代行営業所」

を「国際営業支店」の所管に移管する。 

目的： 国際輸送および貿易に関するノウハウを「国際営業支店」の下に集約し、サービス品質の向上

と営業の拡大をはかるため。 

（３）ロジスティクス営業本部における「部」の廃止と「室」の新設 

「中国・アジア部」を廃止し、「海外事業室」を新設する。「中国・アジア部」が担当する物流業務

全般の営業に関する事項は「国際営業支店」に移管する。 

目的： 国際物流および海外荷捌業務に関する営業体制を「国際営業支店」に一元化し、営業の効率化

と強化をはかるとともに、「海外事業室」を設置し、国際ネットワークの構築等海外事業戦略

の企画立案ならびに海外現地法人および海外駐在員事務所の営業管理・経営指導体制を強化す

るため。 

（４）支店「営業部」・「総務・経理部」の設置 

① 「関東支店」に「営業部」を置く。 

② 「関西支店」に「営業第一部」および「営業第二部」を置き、「営業第一部」は大阪地区、「営業第

二部」は神戸地区の営業を担当する。 

③ 「引越営業支店」に「営業第一部」および「営業第二部」を置き、「営業第一部」は東日本地区、「営

業第二部」は西日本地区の営業を担当する。 

④ 「関東支店」および「関西支店」に「総務・経理部」を置く。 

⑤ 「北関東支店」、「中部支店」、「中国・九州支店」および「国際営業支店」の「営業課」を「営業

部」に変更する。 

目的： 支店営業体制の強化と「関東支店」および「関西支店」の管理体制強化のため。 

（５）管理本部における「部」の分割 

「人事総務部」を「人事部」と「総務部」に分割し、「人事部」に「人事課」および「厚生課」を、

また「総務部」に「総務課」および「秘書課」を移管する。 

目的： 新人事制度の定着と円滑な運営に万全に期すとともに、会社法務の充実とコーポレートガバナ

ンス強化への支援体制拡充のため。 

   

以 上 
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